
デーノタメ遺跡の予算に反対です
　令和8年度予算において、国指定史跡「デーノタメ遺跡」の公有地化事業
(土地の買収)の予算をカットする修正動議を提出しました。
　「デーノタメ遺跡」とは、縄文時代中期の貴重な集落跡であり、国指定史
跡としてその歴史的価値が高く評価されています。保存・活用していくこ
とは法令上必須であり、私もその重要性は十分に理解しています。
　また、現在その土地は民間の方が所有しており、家を建てることもできず、
いわば土地が「塩漬け」の状態にあります。行政が計画を立てて用地買収し、
適切に保存・活用していかなければなりません。
　今年度は買収に約6.5億円(市の持ち出し約1.2億円)の予算がつきましたが、
用地買収は遺跡全体の2割程度です。しかも、6.5億円の中には借金も含まれ
ています。これだけ多額の税金を投じるにも関わらず、具体的な財政計画や、
買収後の活用方針が示されていませんでした。税金を使う以上、無計画に進
めるわけにはいきません。不足を正すのが議員の役割であり、予算委員会に
て「場当たり的な進め方では、到底認められない」と指摘しましたが、わた
しの意見は賛成少数で否決となりました。
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「苦渋の決断」
他の議員：「遺跡エリア内の木の手入れが必要だから、
　　　　　　今すぐ公有地化すべきでは？」
わたし　：「民有地である以上、現在の所有者がやるべき
　　　　　　ことです。もし緊急性があるなら、行政が緊
　　　　　　急避難的に手入れをすればよく、売買に長い
　　　　　　時間を要する公有地化は即座の対応策にはな
　　　　　　りません。」
他の議員：「補助金が内定している段階で予算を削減すれば、国との関係が悪くなるのでは？」
わたし　：「最も尊重すべきは市民の皆様からお預かりした税金の使い道です。
　　　　　　不十分な計画を看過できない場合、正すのが議会の役割です。この理屈が通れば、
　　　　　　あらゆる補助金事業がチェック不能になってしまいます。」

本会議での採決とこれから
予算は、予算委員会を経て、本会議で改めて採決を行います。
本会議では、遺跡の土地買収を含めて、予算に賛成するか反対するかしかありません。
ずさんな税金の使い方は許せませんが、予算が否決されれば市役所の機能は停滞し、市民生活に多大
なるご迷惑をおかけすることになります。苦渋の決断として予算に賛成いたしました。
私にとって、生まれ育ったこの北本市と、このまちに暮らす皆さん以上に大切なものはありません。
今後もご指導ご鞭撻、またご支援のほどよろしくお願いします。

議会でのやり取り（要約） 市議会の本会議は一般に公開されており、
所定の手続きをすれば、だれでも自由に傍聴
できます。市議会は、年4回(3月、6月、9月、
12月)の定例会と、必要に応じて臨時会が
開催されます。
議員の活動や議会の様子を知るために、
本会議を傍聴してみませんか。

北本市議会は
こちらでもご覧に
なれます。
　録画配信


